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研究要旨 

 深刻なドナー肺不足の中、多臓器摘出における安全かつ的確な肺摘出を遂行することを目的とした教育プロ

グラムを確立するために、昨年度にひきつづき肺採取術マニュアルをアップデートし、その内容を若手肺移植

医にシミュレーショントレーニングの形で提供することを今年度の目標とした。日本移植学会臓器採取術マニ

ュアル作成委員会で作成した肺採取術マニュアルを、研究協力者および当研究分野医師の Toronto General 

Hospital での豊富な臨床経験をもとに改訂した。臓器摘出合同シミュレーションにおいて、改訂したマニュア

ルをもとに若手移植医への講義・確認でストを行い、他の臓器の指導者と合同でデモンストレーションを行っ

た後、若手移植医に他の臓器摘出医と合同の摘出シミュレーショントレーニングを提供した。全てのチームが

肺摘出を完遂でき、さらに心臓摘出チーム、腹部臓器摘出チームとの連携上の問題点を認識することができた。

今後、肺採取術マニュアルの定期改訂、摘出手技のアニメーション DVD、より頻回のシミュレーショントレ

ーニングが必須と考える。 

 

 

A．研究目的 

臓器移植法改正後、臓器提供数が急速に増加して

おり、提供側・移植側での医療体制確立が求められ

る。我が国では１ドナーから多くの臓器が摘出され

る特徴がある。従って、心臓、肺、肝臓、膵臓、腎

臓が同時に摘出される多臓器摘出となるため手術の

難易度が高く現場での教育が困難で、一部の経験あ

る術者でなければ手術の遂行が難しい現状がある。

これに対し本研究では安全かつ的確な多臓器摘出に

向けての教育プログラムを確立することが目的であ

る。 

肺摘出の教育プログラムを確立する上で、今年度

も昨年度に引き続き肺採取術マニュアルを研修用に

アップデートし、その内容を若手肺移植医にシミュ

レーショントレーニングの形で提供することを目的

とした。 

B．研究方法 

1. 肺移植施設間で肺摘出手技を再検討し、日本移植

学会臓器採取術マニュアル作成委員会で作成した肺

採取術マニュアルを研修用に改変し講義スライドを

作成した。 

2. 平成２６年１１月８日、２２日の２日間、神奈川

県川崎市東京サイエンスセンターで開催された第２

回臓器摘出合同シミュレーションにおいて、心臓摘

出医と合同参加の会場で、若手肺移植医に対する講

義・確認テストを行った。 



3. 1の手技に従いながら、他の臓器の分担研究者とと

もに、若手肺移植医の前で豚を用いて肺摘出のデモ

ンストレーションを行った。引きつづき肺摘出チー

ム10組がブタを用いて多臓器提供における肺摘出シ

ミュレーションを実践した。 

C．研究結果 

1． 研究協力者および当研究分野医師の海外での豊

富な肺移植経験をもとに肺採取術マニュアルを

研修用に改変し講義スライドを作成した。特に今

年度は、心臓摘出医、腹部臓器摘出医、呼吸循環

管理医とのコミュニケーション、操作・切離線な

どでコンフリクトが生じやすい部分の丁寧な解

説と、短時間でより安全に肺摘出するための摘出

手技の定型化・効率化に重きを置いた講義内容と

なった。 

2． 第２回臓器摘出合同シミュレーションでは、指導

者、若手肺移植医合わせて延べ２７名の肺移植医

の参加を得た。講義後の確認テストにおける受講

者の平均点は約 80点であった。 

3． 講義・デモ後に、若手移植医が肺摘出の実践を行

った。各組が十分な時間をかけて他の臓器の摘出

医との連携を確認しながら肺摘出を完遂するこ

とができた。 

D．考察 

 肺採取術マニュアルの研修用改変により、初心者

にもよりわかりやすいマニュアルを提供することが

でき、心臓摘出医、腹部臓器摘出医、呼吸循環管理

医とのコミュニケーション、操作・切離線などでコ

ンフリクトが生じやすい部分、短時間でより安全に

肺摘出するための摘出手技の定型化・効率化を若手

肺移植医に周知することができた。今後も肺採取術

マニュアルの定期的な改訂・改訂内容の公開が必要

と考える。シミュレーショントレーニングは、若手

肺移植医にとって肺摘出手技と他の臓器摘出医との

連携を学ぶ貴重な機会となった。今後、繰り返し学

ぶことのできる摘出手技のアニメーション DVDと、

継続的なシミュレーショントレーニングの提供が望

ましいと考える。 

E．結論 

 肺採取術マニュアルを研修用にアップデートし、

その内容を若手肺移植医にシミュレーショントレー

ニングの形で提供した。肺摘出の教育プログラム確

立において、マニュアルの定期改訂、摘出手技のア

ニメーション DVD、より頻回のシミュレーショント

レーニングが必須であろうと考える。 
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博之 9、近藤 丘 1 

2. 第５０回日本移植学会総会 臓器横断的シンポジ

ウム マージナルドナーの基準と限界点（２０１４

年９月１１日） 本邦脳死肺移植例のドナー危険因
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